


総務省が１８日発表した７月の全国消費者物価指数（２０２０年＝１００）によると、値動
きの大きい生鮮食品を除く総合は１０５・４と、前年同月より３・１％上昇した。電気料金
などの値下がりで伸び率は６月の３・３％から鈍化したものの、食料を中心とした値上が
りが続いている。 

 物価上昇は２３か月連続。品目別では、生鮮食品を除く食料が５、６月に続き３か月連
続で９・２％と、１９７５年１０月（９・９％）以来の高い水準だ。原材料価格や物流費、人件
費などを反映した値上げの影響が大きい。アイスクリームなど菓子類は１１・５％、から
あげなど調理食品は１０・０％、外食は５・５％、それぞれ伸びた。 

 物価上昇の鈍化要因は、主に電気、都市ガス代に対する政府の補助金や燃料価格
の下落による効果だ。電気代はマイナス１６・６％、都市ガス代はマイナス９・０％だった
。政府の補助額が段階的に縮小しているガソリン代が１・１％上昇したものの、エネルギ
ー全体がマイナス８・７％と、全体を押し下げた。 

 生活の実感により近い生鮮食品を含む総合指数の伸び率は６月と同じ３・３％。ガソリ
ン代は今後も値上がりが想定され、消費者物価を押し上げるとみられる。 
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最近スーパー玉出で50％くらい値上げの商品が目に付きます 


